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【誤訳訂正書】
【提出日】令和2年1月9日(2020.1.9)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１００
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１００】
　物体と目４または６との距離により、目から見たときの物体からの光の開き角も変動す
る。図５Ａ－５Ｃは、距離と光線の開き角との関係を示す図である。物体と目４との間の
距離は、降順に、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３で示される。図５Ａ－５Ｃに示すように、物体までの
距離が減少するにつれて、光線はより大きく広がる。距離が大きくなると、光線は平行に
近づく。言い換えると、ある点（物体または物体の一部）が形成する光照射野は、ユーザ
の目からその点がどれだけ遠いかの関数である球体の波面曲率を有する。物体と目４との
間の距離が減少すると曲率が増大する。結果として、異なる深度面においては、光線の開
き角の角度も異なり、深度面と観者の目４との間の距離が減少すると開き角の角度が大き
くなる。図５Ａ－５Ｃおよび本出願の他の図面において図面の明確化のために一方の目４
のみ記載しているが、目４についての説明は観者の両目４および６に適用可能であること
が理解されよう。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１０３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１０３】
　引き続き図６を参照して、導波路群１７８は、導波路の間に複数の特徴１９８、１９６
、１９４、１９２を含んでもよい。ある実施形態では、特徴１９８、１９６、１９４、１
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９２はレンズであってよい。導波路１８２、１８４、１８６、１８８、１９０および／ま
たは複数のレンズ１９８、１９６、１９４、１９２はさまざまなレベルの波面曲率または
光線の開き角で画像情報を目に届けるよう構成されてよい。各々の導波路のレベルは深度
面に関連づけられ、その深度面に対応する画像情報を出力するよう構成されてよい。画像
注入器２００、２０２、２０４、２０６、２０８は導波路の光源として機能し、ここで記
載するように、入ってきた光をそれぞれの導波路に分配して目４に出力するよう構成され
た、導波路１８２、１８４、１８６、１８７、１９０に画像情報を注入するのに用いられ
てよい。光は画像注入器２００、２０２、２０４、２０６、２０８の出力面３００、３０
２、３０４、３０６、３０８を出て、導波路１８２、１８４、１８６、１８８、１９０の
対応する入力面３８２、３８４、３８６、３８８、３９０に注入される。ある実施形態で
は、入力面３８２、３８４、３８６、３８８、３９０は対応する導波路の端部であってよ
く、対応する導波路の主面（すなわち、外界１４４または観者の目４に直接面した導波路
の面の１つ）の一部であってもよい。ある実施形態において、単一ビームの光（例えば平
行ビーム）が各々の導波路に注入され、導波路ごとに関連づけられた深度面に対応する所
定の角度（および開き角の角度）で目４に向かうように、複製された平行ビームの全領域
が出力される。ある実施形態において、画像注入器２００、２０２、２０４、２０６、２
０８の１つは、複数（例えば３つ）の導波路１８２、１８４、１８６、１８８、１９０に
関連づけられ、光を注入してよい。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１１０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１１０】
　引き続き図６を参照して、１以上の出力結合光学素子２８２、２８４、２８６、２８８
、２９０は、対応する導波路から出るように光の向きを変え、その導波路に関連づけられ
た個々の深度面に対応する適切な開き角の角度で、もしくは平行に、光を出力結合するよ
う構成されうる。結果として、異なる深度面に関連づけられた導波路では組み合わされる
１以上の出力結合光学素子２８２、２８４、２８６、２８８、２９０が異なり、関連づけ
られた深度面に応じた異なる開き角で光を出力結合するものが組み合わされる。ある実施
形態においては、特徴１９８、１９６、１９４、１９２はレンズではなく、単なるスペー
サ（例えば被覆層および／または空隙作成のための構造）であってよい。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１１３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１１３】
　図７は、導波路から出力される出口ビームの例を示す図である。１つの導波路が図示さ
れているが、導波路群１７８が複数の導波路を含むところ、導波路群１７８の他の導波路
も同様に機能し得ることが理解されよう。光４００が導波路１８２の入射端３８２から導
波路１８２に注入され、全反射により導波路１８２内を伝搬する。光がＤＯＥ２８２に衝
突する地点にて、光の一部が導波路から出力ビーム４０２として出力される。出力ビーム
４０２は実質的に平行に図示されているが、本明細書で記載のように、導波路１８２に関
連づけられた深度面に応じて目に対しある角度で伝搬されるよう方向づけられて（例えば
広がる出力ビームを形成して）もよい。実質的に平行な出力ビームは、目４からの距離が
大きい（例えば無限遠）深度面に表示されるべき画像を形成する光を出力結合する１以上
の出力結合光学素子を、導波路が備えていることを示し得ることが理解されよう。他の導
波路または他の出力結合光学素子は、目４は網膜に焦点を合わせるためにより近い距離に
調節する必要があり、無限遠よりも近い距離からの光と脳に解釈される、より広がった出
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力ビームパターンを出力してもよい。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１３２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１３２】
　ここまで説明したように、第１の出力結合光学素子９０９ａおよび第２の出力結合光学
素子９０９ｂは、入力結合されて入射した光を導波路９０５の平面の外に向けるよう構成
される。第１および第２の出力結合光学素子９０９ａおよび９０９ｂは、第１および第２
の出力結合光学素子９０９ａおよび９０９ｂに入射した光を、観者（例えば図７における
目４）に向け、観者が良好な画質のカラー画像を知覚できるように異なる波長の光を適切
に重ね合わせされる適切な角度に変えるよう構成される。第１および第２の出力結合光学
素子９０９ａおよび９０９ｂは、導波路９０５から出る光により形成される画像が所定の
距離に由来するものと見えるように、導波路９０５から出る光に開き角を与える屈折力を
有してよい。したがって導波路９０５は、第１および第２の出力結合光学素子９０９ａお
よび９０９ｂの屈折力と相互に関連する関連深度面を備えていると考えることができる。
本明細書の説明のとおり、表示デバイスの様々な実施態様は、上述した導波路９０５　－
入力結合光学素子９０７と、異なる屈折力を有する第１および第２の出力結合光学素子９
０９ａおよび９０９ｂとを含む－　と類似の、異なる複数の、互いに積層された導波路を
含んでよい。このような実施形態では、異なる導波路は、そこに含む異なる屈折力の第１
および第２の出力結合光学素子９０９ａおよび９０９ｂに対応する異なる深度面に関連づ
けられ得る。このように複数の異なる互いに積層された導波路を含む表示デバイスは、３
Ｄ画像、特に、ライトフィールドベースの３Ｄ画像の生成に有効となり得る。
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１４３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１４３】
　第１の出力結合光学素子９０９ａおよび第２の出力結合光学素子９０９ｂと同様に、第
１および第２の出力結合光学素子１００９ａおよび１００９ｂは、観者が良好な画質のカ
ラー画像を知覚できるように異なる波長の光を適切に重ね合わせされる適切な角度および
効率で、入力結合されて入射した光の方向を変えるよう構成される。第１および第２の出
力結合光学素子１００９ａおよび１００９ｂは、導波路９０５から出る光により形成され
る画像が所定の距離に由来するものと見えるように、導波路９０５から出る光に開き角を
与える屈折力を有してよい。
【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　導波路群を形成する複数の導波路を備える光学システムであって、
　各導波路は第１の主面と第２の主面とを備え、各導波路は前記第１の主面及び前記第２
の主面の間で全反射により光を伝搬するよう構成され、少なくとも１つの導波路はその他
の導波路と異なる開き角で光を出力し、異なる開き角は異なる深度面と関連し、
　各導波路は、
　入射光を第１の複数の波長で第１の方向に沿って前記導波路に入力結合し、入射光を１
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以上の第２の波長で第２の方向に沿って前記導波路に入力結合するよう構成された入力結
合光学素子であって、前記第１の複数の波長の入力結合された光は全反射により前記第１
の方向に沿って前記導波路を通って伝搬し、前記１以上の第２の波長の入力結合された光
は全反射により前記第２の方向に沿って前記導波路を通って伝搬する、入力結合光学素子
と、
　前記第１の複数の波長の前記入力結合された光を前記導波路から出力結合し、出力結合
された光を前記導波路と関連する深度面に対する開き角で出力するよう構成された第１の
出力結合光学素子と、
　前記１以上の第２の波長の前記入力結合された光を前記導波路から出力結合し、出力結
合された光を前記導波路と関連する特定の深度面に対する開き角で出力するよう構成され
た第２の出力結合光学素子と、を更に備える、光学システム。
【請求項２】
　前記入力結合光学素子は、１以上の回折光学素子を含む、請求項１に記載の光学システ
ム。
【請求項３】
　前記１以上の回折光学素子は、１以上のアナログ表面レリーフ格子（ＡＳＲ）、バイナ
リ表面レリーフ構造（ＢＳＲ）、ホログラム、及び切り替え可能な回折光学素子を備える
、請求項２に記載の光学システム。
【請求項４】
　前記切り替え可能な回折光学素子は、切り替え可能な高分子分散型液晶（ＰＤＬＣ）の
格子である、請求項３に記載の光学システム。
【請求項５】
　各導波路は、
　前記第１の方向に沿って伝搬する前記第１の複数の波長の入力結合された光を反射する
よう構成され、前記第１の複数の波長以外の波長の光を通す第１の波長選択反射器と、
　前記第２の方向に沿って伝搬する前記１以上の第２の波長の入力結合された光を反射す
るよう構成され、前記１以上の第２の波長以外の波長の光を通す第２の波長選択反射器と
、を更に備える、請求項１に記載の光学システム。
【請求項６】
　各導波路は、
　前記第１の波長選択反射器を通る入力結合された光を吸収するよう構成された第１の吸
収器と、
　前記第２の波長選択反射器を通る入力結合された光を吸収するよう構成された第２の吸
収器と、を更に備える、請求項５に記載の光学システム。
【請求項７】
　前記第１および第２の波長選択反射器は、２色性フィルタである、請求項５に記載の光
学システム。
【請求項８】
　前記第１の複数の波長の光は、赤色光と青色光とを含む、請求項１に記載の光学システ
ム。
【請求項９】
　前記１以上の第２の波長の光は、緑色光を含む、請求項１に記載の光学システム。
【請求項１０】
　各導波路は、
　前記第１の方向に沿って進む前記第１の複数の波長の入力結合された光を受け、前記第
１の複数の波長の光を前記第１の出力結合光学素子に分配するよう構成された第１の光分
配素子と、
　前記第２の方向に沿って進む前記１以上の第２の波長の入力結合された光を受け、前記
１以上の第２の波長の光を前記第２の出力結合光学素子に分配するよう構成された第２の
光分配素子と、を更に備える、請求項１に記載の光学システム。
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【請求項１１】
　前記第１および第２の光分配素子は、１以上の回折光学素子を備える、請求項１０に記
載の光学システム。
【請求項１２】
　前記１以上の回折光学素子は、１以上の格子を備える、請求項１１に記載の光学システ
ム。
【請求項１３】
　前記第１の光分配素子は、前記第２の光分配素子が前記１以上の第２の波長の光につい
て変えるよう構成される方向とは異なる方向に沿って前記導波路内を伝搬するように前記
第１の複数の波長の光の方向を変えるよう構成される、請求項１０に記載の光学システム
。
【請求項１４】
　前記第１の光分配素子は、前記導波路内を伝搬する前記第１の複数の波長の光の方向を
前記第２の方向に変えるよう構成され、前記第２の光分配素子は、前記導波路内を伝搬す
る前記１以上の第２の波長の光の方向を前記第１の方向に変えるよう構成される、請求項
１３に記載の光学システム。
【請求項１５】
　前記第１および第２の光分配素子は、直交瞳エキスパンダである、請求項１０に記載の
光学システム。
【請求項１６】
　前記第１の出力結合光学素子の１以上の格子は前記導波路の前記第１の主面に設けられ
、前記第２の出力結合光学素子の１以上の格子は前記導波路の前記第２の主面に設けられ
る、請求項１に記載の光学システム。
【請求項１７】
　前記第１の出力結合光学素子の１以上の格子および前記第２の出力結合光学素子の１以
上の格子は、前記導波路の同一の主面に設けられる、請求項１に記載の光学システム。
【請求項１８】
　前記第１の出力結合光学素子の１以上の格子は、１以上のアナログ表面レリーフ格子（
ＡＳＲ）、バイナリ表面レリーフ構造（ＢＳＲ）、ホログラム、および切り替え可能な回
折光学素子を備える、請求項１に記載の光学システム。
【請求項１９】
　前記切り替え可能な回折光学素子は、切り替え可能な高分子分散型液晶（ＰＤＬＣ）の
格子を備える、請求項１８の光学システム。
【請求項２０】
　導波路群を形成する複数の導波路を備える光学システムであって、
　各導波路は第１の主面と第２の主面とを備え、各導波路は前記第１の主面及び前記第２
の主面の間で全反射により光を伝搬するよう構成され、少なくとも１つの導波路はその他
の導波路と異なる開き角で光を出力し、異なる開き角は異なる深度面と関連し、
　各導波路は、
　第１の複数の波長の入力結合された入射光が第１の方向に沿って全反射により前記導波
路内を伝搬するように入射光を前記第１の複数の波長で前記導波路に入力結合し、１以上
の第２の波長の入力結合された入射光が第２の方向に沿って全反射により前記導波路内を
伝搬するように入射光を前記１以上の第２の波長で前記導波路に入力結合するよう構成さ
れた入力結合光学素子と、
　前記第１の方向に沿って前記導波路を通って伝搬する前記第１の複数の波長の前記入力
結合された光を前記導波路から出力結合し、前記出力結合された光を前記導波路と関連す
る特定の深度面に対する開き角で出力するよう構成された第１の出力結合光学素子と、
　前記第２の方向に沿って前記導波路を通って伝搬する前記１以上の第２の波長の前記入
力結合された光を前記導波路から出力結合し、前記出力結合された光を前記導波路と関連
する特定の深度面に対する開き角で出力するよう構成された第２の出力結合光学素子と、
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を更に備える、光学システム。
【請求項２１】
　各導波路は関連づけられた深度面を有し、各導波路は前記関連づけられた深度面に由来
するように見える像を生成するよう構成される、請求項２０に記載の光学システム。
【請求項２２】
　異なる導波路は、異なる関連づけられた深度面を有する、請求項２０に記載の光学シス
テム。
【請求項２３】
　異なる深度面に対する前記第１の出力結合光学素子及び前記第２の出力結合光学素子は
、異なる屈折力を有し、各々の深度面について出る光の開き角が異なる、請求項２２に記
載の光学システム。
【請求項２４】
　導波路群を形成する複数の導波路を備える光学システムであって、
　各導波路は第１の主面と第２の主面とを備え、少なくとも１つの導波路はその他の導波
路と異なる開き角で光を出力し、異なる開き角は異なる深度面と関連し、
　各導波路は、
　入射光を前記導波路に入力結合するよう構成された入力結合光学素子と、
　前記第１の主面に設けられる第１の波長選択フィルタであって、前記第１の波長選択フ
ィルタは、前記第１の主面に隣接する第１の後方表面と、前記第１の後方表面に対向する
第１の前方表面とを有し、
　前記第１の後方表面を通して第１の複数の波長で入力結合された光を伝送し、前記第１
の前方表面は前記第１の複数の波長で前記伝送された光を部分的に反射し、
　その他の波長で入力結合された光を反射するよう構成される第１の波長選択フィルタと
、
　前記第１の波長選択フィルタ上に設けられる第１の出力結合光学素子であって、前記第
１の波長選択フィルタを通して伝送される前記第１の複数の波長の前記入力結合された光
を出力結合し、前記出力結合された光を前記導波路と関連する特定の深度面に対する開き
角で出力するよう構成された第１の出力結合光学素子と、
を更に備える、光学システム。
【請求項２５】
　各導波路は、
　前記第２の主面に設けられる第２の波長選択フィルタであって、前記第２の波長選択フ
ィルタは、前記第２の主面に隣接する第２の後方表面と、前記第２の後方表面に対向する
第２の前方表面とを有し、
　前記第２の後方表面を通して前記第１の複数の波長と異なる１以上の第２の波長で入力
結合された光を伝送し、前記第２の前方表面は前記１以上の第２の波長で前記伝送された
光を部分的に反射し、
　前記第１の複数の波長で入力結合された光を反射するよう構成される第２の波長選択フ
ィルタと、
　前記第２の波長選択フィルタ上に設けられる第２の出力結合光学素子であって、前記第
２の波長選択フィルタを通して伝送された前記１以上の第２の波長で前記入力結合された
光を出力結合し、前記出力結合された光を前記導波路と関連する特定の深度面に対する開
き角で出力するよう構成された第２の出力結合光学素子と、
を更に備える、請求項２４に記載の光学システム。
【請求項２６】
　前記第１および第２の波長選択フィルタは、２色性フィルタを備える、請求項２５に記
載の光学システム。
【請求項２７】
　前記第１および第２の波長選択フィルタは、前記導波路の対応する前記第１または第２
の主面の法線に対して０度と２０度との間の角度で入射する前記第１の複数の波長および
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前記１以上の第２の波長の光を伝送するよう構成される、請求項２５に記載の光学システ
ム。
【請求項２８】
　前記１以上の第２の波長の光は、緑色光を含む、請求項２５に記載の光学システム。
【請求項２９】
　各導波路は、
　前記第１の複数の波長及び前記１以上の第２の波長の入力結合された光を前記入力結合
光学素子から受け、
　前記第１の複数の波長及び前記１以上の第２の波長の前記光を前記第１の出力結合光学
素子及び前記第２の出力結合光学素子に分配するよう構成された光分配素子を更に備える
、請求項２５に記載の光学システム。
【請求項３０】
　前記光分配素子は、１以上の回折光学素子を備える、請求項２９に記載の光学システム
。
【請求項３１】
　前記光分配素子は、直交瞳エキスパンダである、請求項２９に記載の光学システム。
【請求項３２】
　前記第１の複数の波長の光の第１の部分が前記第１の波長選択フィルタの前記第１の前
方表面から反射され、前記第１の複数の波長の光の第２の部分は前記光分配素子により方
向を変えられる、請求項２９に記載の光学システム。
【請求項３３】
　前記第１の複数の波長の光の前記第１の部分は、前記第２の主面から反射された後に前
記第１の波長選択フィルタに入射し、光の前記第１の部分の一部は前記光分配素子により
方向を変えられる、請求項３２に記載の光学システム。
【請求項３４】
　前記１以上の第２の波長の光の第３の部分は前記第２の波長選択フィルタの前記第２の
前方表面から反射され、前記１以上の第２の波長の光の第４の部分は前記光分配素子によ
り方向を変えられる、請求項２９に記載の光学システム。
【請求項３５】
　前記１以上の第２の波長の光の前記第３の部分は前記第１の主面から反射された後に前
記第２の波長選択フィルタに入射し、光の前記第３の部分の一部は前記光分配素子により
方向を変えられる、請求項３４に記載の光学システム。
【請求項３６】
　前記第１の出力結合光学素子は、１以上の回折光学素子を備え、
　前記第２の出力結合光学素子は、１以上の回折光学素子を備える、請求項２５に記載の
光学システム。
【請求項３７】
　前記第１の出力結合光学素子の前記１以上の回折光学素子は、１以上のアナログ表面レ
リーフ格子（ＡＳＲ）、バイナリ表面レリーフ構造（ＢＳＲ）、ホログラム、および切り
替え可能な回折光学素子を備える、請求項３６に記載の光学システム。
【請求項３８】
　前記切り替え可能な回折光学素子は、切り替え可能な高分子分散型液晶（ＰＤＬＣ）の
格子を備える、請求項３７に記載の光学システム。
【請求項３９】
　前記第２の出力結合光学素子の前記１以上の回折光学素子は、１以上のアナログ表面レ
リーフ格子（ＡＳＲ）、バイナリ表面レリーフ構造（ＢＳＲ）、ホログラム、および切り
替え可能な回折光学素子を備える、請求項３６に記載の光学システム。
【請求項４０】
　前記切り替え可能な回折光学素子は、切り替え可能な高分子分散型液晶（ＰＤＬＣ）の
格子を備える、請求項３９に記載の光学システム。
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【請求項４１】
　前記入力結合光学素子は、１以上の回折光学素子を含む、請求項２４に記載の光学シス
テム。
【請求項４２】
　前記１以上の回折光学素子は、１以上のアナログ表面レリーフ格子（ＡＳＲ）、バイナ
リ表面レリーフ構造（ＢＳＲ）、ホログラム、および切り替え可能な回折光学素子を備え
る、請求項４１に記載の光学システム。
【請求項４３】
　前記切り替え可能な回折光学素子は、切り替え可能な高分子分散型液晶（ＰＤＬＣ）の
格子を備える、請求項４２に記載の光学システム。
【請求項４４】
　前記入力結合光学素子はプリズムを備える、請求項２４に記載の光学システム。
【請求項４５】
　前記第１の複数の波長の光は、赤色光と青色光とを含む、請求項２４に記載の光学シス
テム。
【請求項４６】
　導波路群を形成する複数の導波路を備える光学システムであって、
　各導波路は第１の主面と第２の主面とを備え、少なくとも１つの導波路はその他の導波
路と異なる開き角で光を出力し、異なる開き角は異なる深度面と関連し、
　各導波路は、
　入射光を前記導波路に入力結合するよう構成された入力結合光学素子と、
　前記第１の主面に設けられる第１の波長選択フィルタであって、前記第１の波長選択フ
ィルタは、前記第１の主面に隣接する第１の後方表面と前記第１の後方表面に対向する第
１の前方表面とを有し、前記第１の波長選択フィルタは、前記第１の後方表面を通して第
１の複数の波長で入力結合された光を伝送するよう構成され、前記第１の前方表面は前記
第１の複数の波長で前記伝送された光を部分的に反射する、第１の波長選択フィルタと、
　前記第１の波長選択フィルタ上に設けられる第１の出力結合光学素子であって、前記第
１の波長選択フィルタを通して伝送された前記第１の複数の波長の入力結合された光を出
力結合し、前記出力結合された光を前記導波路と関連する特定の深度面に対する開き角で
出力するよう構成された第１の出力結合光学素子と、を更に備える、光学システム。
【請求項４７】
　各導波路は、
　前記第２の主面に設けられる第２の波長選択フィルタであって、前記第２の波長選択フ
ィルタは、前記第２の主面に隣接する第２の後方表面と前記第２の後方表面に対向する第
２の前方表面とを有し、前記第２の波長選択フィルタは、前記第２の後方表面を通して前
記第１の複数の波長と異なる１以上の第２の波長の入力結合された光を伝送するよう構成
され、前記第２の前方表面は前記１以上の第２の波長で前記伝送された光を部分的に反射
する、前記第２の波長選択フィルタと、
　前記第２の波長選択フィルタ上に設けられる第２の出力結合光学素子であって、前記第
２の波長選択フィルタを通して伝送された前記１以上の第２の波長の入力結合された光を
出力結合し、前記出力結合された光を前記導波路と関連する特定の深度面に対する開き角
で出力するよう構成された前記第２の出力結合光学素子と、を更に備える、請求項４６に
記載の光学システム。
【請求項４８】
　各導波路は関連づけられた深度面を有し、各導波路は前記関連づけられた深度面に由来
するように見える像を生成するよう構成される、請求項４６に記載の光学システム。
【請求項４９】
　異なる導波路は、異なる関連づけられた深度面を有する、請求項４６に記載の光学シス
テム。
【請求項５０】
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　異なる深度面に対する前記第１の出力結合光学素子は異なる屈折力を有し、各々の深度
面について出る光の開き角が異なる、請求項４９に記載の光学システム。
【請求項５１】
　各導波路は、
　前記第１および第２の波長選択フィルタを通して伝送される前記第１の複数の波長およ
び前記１以上の第２の波長の光を受け、
　前記第１の複数の波長および前記１以上の第２の波長の前記光を前記第１および第２の
出力結合光学素子に分配するよう構成された光再分配素子を更に備える、請求項４７に記
載の光学システム。
【請求項５２】
　導波路群を形成する複数の導波路を備える光学システムであって、
　少なくとも１つの導波路はその他の導波路と異なる開き角で光を出力し、異なる開き角
は異なる深度面と関連し、
　各導波路は、
　入射光を前記導波路に選択的に入力結合するよう構成された入力結合光学素子であって
、波長選択反射器を備える入力結合光学素子と、
　前記導波路に入力結合された光を出力結合し、前記出力結合された光を前記導波路と関
連する特定の深度面に対する開き角で出力するよう構成された出力結合光学素子と、を備
える、光学システム。
【請求項５３】
　前記波長選択反射器は、２色性反射器である、請求項５２に記載の光学システム。
【請求項５４】
　各導波路は、前記複数の導波路のその他の導波路の前記波長選択反射器とは異なる波長
域の光を反射するよう構成された波長選択反射器を備える、請求項５２に記載の光学シス
テム。
【請求項５５】
　各波長選択反射器は、前記複数の導波路のその他の導波路の前記波長選択反射器とは異
なる色に対応する波長域の光を反射するよう構成される、請求項５４に記載の光学システ
ム。
【請求項５６】
　前記複数の導波路は、赤色光を出力するよう構成された第１の導波路と、緑色光を出力
するよう構成された第２の導波路と、青色光を出力するよう構成された第３の導波路と、
を含む３つの導波路を備える、請求項５５に記載の光学システム。
【請求項５７】
　前記出力結合光学素子は、回折光学素子である、請求項５２に記載の光学システム。
【請求項５８】
　前記回折光学素子は、１以上のアナログ表面レリーフ格子（ＡＳＲ）、バイナリ表面レ
リーフ構造（ＢＳＲ）、ホログラム、および切り替え可能な回折光学素子を備える、請求
項５７に記載の光学システム。
【請求項５９】
　前記切り替え可能な回折光学素子は、切り替え可能な高分子分散型液晶（ＰＤＬＣ）の
格子を備える、請求項５８に記載の光学システム。
【請求項６０】
　各導波路は、衝突後に前記入射光が前記導波路の表面に対してより浅い角度で伝搬する
ように、前記入射光の伝搬角度を変更するよう構成された角度変更光学素子をさらに備え
る、請求項５２に記載の光学システム。
【請求項６１】
　前記角度変更光学素子は、前記入射光の焦点を変更するよう構成される、請求項６０に
記載の光学システム。
【請求項６２】
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　前記角度変更光学素子は、プリズムである、請求項６０に記載の光学システム。
【請求項６３】
　前記角度変更光学素子は、回折光学素子である、請求項６０に記載の光学システム。
【請求項６４】
　各導波路は、光分配素子をさらに備え、前記入力結合光学素子は光を前記光分配素子に
向けるよう構成され、前記光分配素子は光を前記出力結合光学素子に向けるよう構成され
る、請求項５２に記載の光学システム。
【請求項６５】
　前記光分配素子は、直交瞳エキスパンダである、請求項６４に記載の光学システム。
【請求項６６】
　前記光分配素子、前記入力結合光学素子、および前記出力結合光学素子は、前記導波路
の表面に配置される、請求項６４に記載の光学システム。
【請求項６７】
　前記光分配素子は、１以上のアナログ表面レリーフ格子（ＡＳＲ）、バイナリ表面レリ
ーフ構造（ＢＳＲ）、ホログラム、および切り替え可能な回折光学素子を備える、請求項
６４に記載の光学システム。
【請求項６８】
　前記切り替え可能な回折光学素子は、切り替え可能な高分子分散型液晶（ＰＤＬＣ）の
格子を備える、請求項６７に記載の光学システム。
【請求項６９】
　積層された導波路の複数の組を備えた光学システムであって、
　各組は複数の積層された導波路を備え、少なくとも１つの導波路はその他の導波路と異
なる開き角で光を出力し、異なる開き角は異なる深度面と関連し、
　各導波路は、
　入射光の属性に基づいて前記入射光を選択的に前記導波路に入力結合するよう構成され
た入力結合光学素子と、
　前記入力結合光学素子において前記入射光の入射角度を変更するよう構成された角度変
更光学素子と、
　前記導波路に入力結合された前記光を出力結合し、前記出力結合された光を前記導波路
と関連する特定の深度面に対する開き角で出力するよう構成された出力結合光学素子と、
を備える、光学システム。
【請求項７０】
　各導波路は関連づけられた深度面を有し、各導波路は前記関連づけられた深度面に由来
するように見える像を生成するよう構成され、異なる組の導波路は異なる関連づけられた
深度面を有する、請求項６９に記載の光学システム。
【請求項７１】
　積層された導波路の各組の導波路は、同一の関連づけられた深度面を有する、請求項７
０に記載の光学システム。
【請求項７２】
　前記出力結合光学素子は、発散する光ビームを生成する屈折力を有する、請求項７０に
記載の光学システム。
【請求項７３】
　異なる深度面に対する前記出力結合光学素子は異なる屈折力を有し、各々の深度面につ
いて出る光の開き角が異なる、請求項７１に記載の光学システム。
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